
【教育プログラムの概要】 （履修証明プログラム）

都市型地域医療を先導する病院変革人材育成
－大学病院長・幹部候補のライセンスとしての履修証明プログラムー

講義名 内容

必
修
科
目

医療政策学 (15h) ・地域医療構想等の医療政策
・地域包括ケアシステム等の医療介護政策
・横浜市における医療政策 →①に対応

医療経営学 (15h) ・医療経営のポイント、病院経営の理論と実際
・DPC及び原価情報の活用による経営改善
・医療情報・医療データの二次利用方法 →②に対応

安全管理学(15h) ・高度医療を行う大学病院の医療安全 →②に対応

特別研究 (52.5h) ・ケーススタティ研究・演習
・大学病院長主導による経営改善実習 →③に対応

選
択
科
目
（
１
科
目
以
上
選
択
）

臨床医学概論
(22.5h)

・医師以外を対象に医学全般を俯瞰する能力の育成
→③に対応

臨床統計学
(22.5h)

・臨床研究の仕組みを理解
・大学病院経営に必要な臨床統計の習得→②に対応

医学教育学
(22.5h)

・人材育成のための能動的教育手法の実践
・専門職連携の概念と教育手法の習得 →③に対応

看護管理学
(22.5h)

・病院経営における看護管理上の課題理解
・医療における質保証と継続的な質改善→②に対応

看護政策学
(22.5h)

・看護政策の動向と課題を理解する
→①③に対応

調査方法論
(22.5h)

・調査データの作成、標本抽出、母集団推定の方法
・データを用いた企画・設計について →②に対応

公会計研究
(22.5h)

・行政や病院、大学等の会計問題に関する研究
・経営・データ分析を応用した組織分析→②に対応

附属病院

横浜市・医療局文部科学省
厚生労働省

横浜市中核病院

他大学専門家
医療経営アドバイザー

横浜市医師会

【課題】 高齢化とともに急速に変化する医療環境に大学病院を適応させ、複雑な都市の医療システム構築に貢献できる経営人材が必要

横浜市立大学

他大学病院

【５年後の姿】
• 大学病院長・幹部候補

者を10名以上育成
• 病院経営人材輩出

横浜型育成モデルの他
地域への普及

大学を取り囲む
複雑な都市環境と
地域医療システム附属市民総合医療センター

２つの異なる大学病院で
多様な経営課題に取組

連
携
・
協
力

横浜と共に発展
する大学病院の
変革人材育成事業

医学研究科
国際マネジメント

研究科

平成２９年度
「課題解決型高度医療人材養成プログラム」
テーマ：病院経営支援に関する領域

【成果の普及】
・シンポジウム
・大学病院経営ケース
ブック・教科書の
開発

・学会報告・論文刊行
・e-learning化
・他大学の履修生の受
入・修了者輩出

対象者： 毎年5～13名/年
大学病院長候補者、病院長を補佐する医師・医療従事者、看護管理職候補者、事務管理職
候補者、自治体関係者など

教育プログラムの育成人材像: 大学病院長・幹部候補となる要件として機能、変革人材の輩出
①超高齢化時代に対応する日本の医療政策、および各自治体の実態を理解している。
②高度急性期医療を使命とする大学病院が今後取るべき戦略や経営管理の方法について理解している。
③複雑な都市環境における医療・介護・福祉の担い手と連携しながら病院経営を実行・助言できる。


